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令和８年度長崎県産品プロモーション事業（スーパー・百貨店）業務委託
仕様書

１ 業務名
  令和８年度長崎県産品プロモーション事業（スーパー・百貨店）業務委託

２ 目的
   首都圏・関西圏等の百貨店、高級スーパー等で長崎フェア等を実施することで、長崎

県産品の魅力を広く発信し、県産品のブランド化を図る。また、首都圏のバイヤー等の
招へい等を行い、長崎県産の食材を活用した長崎フェア等を実施する機会を創出するこ
とで県内事業者の販路開拓や商品の磨き上げを支援する。

３ 契約期間
   契約の日から令和９年３月２６日まで

４ 業務内容
首都圏・関西圏等の百貨店、高級スーパーが実施する長崎フェア等において必要な業

務を行うとともに、バイヤー等の産地視察に係る経費を支援する。その業務項目及び数
量は、「７ 業務項目・数量」のとおりとする。

５ 委託条件
（１）業務実施体制の確保

本業務を円滑に行うため、担当者を正・副 1 名ずつ配置すること。
（２）受付・応対業務

長崎県の休日を定める条例（平成元年７月１８日長崎県条例第４３号）に定める
休日を除く、毎日午前９時から午後５時４５分の間、本業務に係る協議・相談等依
頼の受付に対応できること。

（３）業務報告
業務管理のため、次の事項についての月次報告を作成し、翌月１０日までに物産

ブランド推進課へ提出すること。また、指示のあった項目については速やかに書面
により報告すること。

① 全体事業の進捗状況
② 長崎フェア等（店頭ＰＲ活動含む）の実施結果
③ その他業務の実施のために必要な事項

（４）成果品の提出
本業務完了後は、成果品として業務の実施結果を示した報告書、印刷物及び電子

データからなる業務成果報告書を速やかに２部で提出すること。
また、成果物が著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２条第１項第１号に規定

する著作物に該当する場合は、当該著作物に係る著作権（著作権法第２７条及び第
２８条に規定する権利を含む。）を当該著作物の引渡し時に無償で本県に譲渡する
こと。

６ その他特記事項
（１）受託者は、県の指示に従って本業務を実施するものとする。
（２）受託者は、本業務の関係書類等を整備保管し、必要な書類の提出や実地検査等に際

しては、協力すること。
（３）本業務について、この仕様書に記載されていない事項その他疑義が生じた場合は、

長崎県と協議のうえ決定する。
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７ 業務項目・数量

  業務項目及び数量等については、以下のとおりとする。

Ⅰ 長崎フェア等支援

（１）長崎フェア等支援

① 首都圏長崎フェア開催支援経費
   ・長崎フェアのＰＲのため、実施店舗が作成する販促ツールの経費の一部を負担するこ

と。
・長崎フェアで実施するキャンペーン等のＰＲイベントを企画・実施すること。
・ＰＲイベントの企画、販促ツール等の作成については、県･実施店舗と調整のうえ、受

託者が主体となって実施すること。
・支援対象とする長崎フェアの開催店舗は首都圏の百貨店（１回）を想定すること。
・支援内容については次の項目を想定すること。

項目 内容

イベント経費 ・ＰＲ用ポスター、チラシ等の製作経費（デザイン費含む）

※本委託契約で 150,000 円程度を負担することを想定

・試食提供やキャンペーン等のＰＲイベントの実施に要する経費

※本委託契約で 450,000 円程度を負担することを想定

雑費 ・消耗品費、送料等

（２）店頭 PR

①人材派遣経費

・首都圏・関西圏のスーパー・百貨店においてＰＲを行う店頭ＰＲ人材を県、実施店舗と

時期、人数、場所、ＰＲ商品を調整のうえ、手配すること。

・店頭ＰＲの実施回数（手配するＰＲ人材の延べ人数）は、首都圏１５回、関西圏２９回、計

４４回を想定すること。（１回＝１名を１日８時間配置）

・店頭ＰＲ活動の実施結果については、月次報告時に県の定める様式により報告書を提出す

ること。

・店頭ＰＲ人材は、百貨店等への入店実績があり、店頭ＰＲに関し必要な研修等を終了し

た者を手配すること。また長崎県産品について、県の研修を受講するなどして熟知して

いる者を優先的に手配すること。

・店頭ＰＲ人材は、県が貸与する衣服（ジャンパー等）を着用してＰＲを行い、使用後は

クリーニングの上返却すること。

・積算にあたっては、ＰＲ人材の賃金、交通費、雑費、管理費その他業務に必要な経費を

含むこと。（雑費には、資材使用、消耗品、クリーニング代、事前研修費等を含む。）
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Ⅱ． マッチング支援

（１） 首都圏バイヤー等招へい経費

首都圏のバイヤー等を招へいし、県産食材等の産地視察の実施及び旅費の負担を行うこと。

項目・数量等は次のとおり想定すること。

項目 対象 地区 数量等

旅 費 バ イ ヤ

ー等

首都圏 １回２名（１泊２日）

ジャンボタクシー等 県内 1 台×２日間

・視察先の産地・食材は、県・招へいするバイヤー等と調整すること。

・招へいするバイヤー等との日程調整、視察行程表作成及び旅行の手配（本県との往復、

県内の交通手段及び宿泊。）については、受託者が県･産地等と調整のうえ実施すること。

・１泊２日で県内の複数産地を巡回する行程とするが、うち１日は離島の産地を視察する

行程とすること。

・巡回先は午前２～３か所、午後３～４か所を想定し、移動は借上車（ジャンボタクシー

等）を基本とすること。

・借上車（ジャンボタクシー等）の１日の使用時間は８時間を想定すること。

・宿泊は通常ビジネスで使用するクラスのビジネスホテル等以上（朝食付き）を手配する

こと。

Ⅲ その他留意事項

○共通事項

・交通費等の積算は最も合理的・経済的な方法で算出すること。

・事業の具体的な実施に当たっては、県、実施店舗、産地等関係機関との協議･調整を行う

こと。

・事業開始後、業務の進捗等に伴い、実施回数や数量等について軽微な変更を行う必要が生

じた場合は、県と協議の上、当初予定の内容に要する経費と同等となる範囲で内容を変更

する場合があること。

[参考] 用語

「長崎フェア」

・長崎県の食のイメージ形成とブランド化に資するため、高級感及び高い情報発信力を備え

た百貨店・専門店・ホテル等において、長崎県産品を一堂に揃え、統一的な装飾を施した

総合的な展開（以下、「長崎フェア」という。）を実施する。

・長崎フェアでは、県産品の店頭ツール等を作成し、生産者や産地教育を行ったデモンストレ

ーター（マネキン）などによる試食販売を行うとともに、キッチンステージ（調理実演・試

食）や食のセミナー、お料理教室などの百貨店などが保有する場を活用したライフスタイル

の提案や、文化講座や観光イベントの実施など、長崎県の有する資源を総合的に活用して取

り組む。


